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要 旨

ランプ付押ボタンを使用したA形自動交換機用無ひも中継台に関しては,さきに大容量交換

19形を開発し,本誌上にもすでに発表したが(1),このほどA形自動交換機の需要の大多数を

占める小容量交換機用無ひも中継台として製作されているAF-2-A無ひも中継台を改良し,ノン･ロック･ラ

ンプ付押ボタンを使用したAFB-2形無ひも中継台を開発したので,その構成,仕様,性能,操作方法の概要

について述べる｡
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1.緒 口

′+､容量A形｢1動交換機用無ひも中継台として,AF-2-A無ひも･･P

継台を数年来生産し多数納入してきたが,この間に寄せられた各種

の要求を検討し,次にホす諸ノユを摺志し設計したAFB-2形無ひも

lい継台を完成した｡

(1)操作電けんの押ボタン化｡

(2)操作箱のユニット化｡

(3)中継台より内線指定ボタンによるl勺線への接続｡

(4)任意乙内線番号の収容｡

(5)内線話中表示ランプの付加｡

(6)中継台の2台複式接続｡

また本中継台については,局線レビータの機能を接続回路に収容す

るなど継電器群の小形化を行なっている｡

なお本品ほすでに日本電信電話公社よりご用命を受け,パイルー

ト式をスエーデン大使館に納入したのをはじめライン回路l自二郎式を

岩手蛇議員会館へ,そのはか多数を各所に納入し好評を博している｡

2.構 成 概 要

本無ひも中継台はAFB-2形【1動交換機(2)(3)に使用され,その巾

継方式,構成概要は次に述べるとおりである｡

2.1中 継 方 式

中継方式の代表例を示すと次のとおりである｡

図1はライン回路直結式の例,図2は′ミイルート式の内線50Ld線

以‾Fの例,図3はバイ′レート式の内線51～90rリ1線で中継台を2台複

式にした例である｡各中継方式図の記号名称対照表は表1に示すと

おりである｡

ライン回路直結式とは中継台の接続回路を内線位置に収容したも

ので,中継台から内線電話機への接続は自動交換機のセレクタ･コ

ネクタ(SELCON)により行なうものである｡

パイルート式とは内線指定ボタンによりロータリ･スイッチで日

動交換機を経由せずに直接内線へ接続を行なうものである｡

中継方式の概要を説明すると,図1で

(1)接続回路(CT)は局線と対応して設けられ,局線の発着信お

よび内線への接続に使用されるリレーグループである｡

(2)ポジショソ回路(POS)ほ扱者の操作により動作する共通制

御リレーグループで中継台1台に1回路使用される｡

(3)内線発信制御回路(PCONT)はライソ回路直結式の場合に

使用され,局線の着信を扱者の操作によりふたたび局線に

接続することを防止するほか任意内線番号の制御をおこな

うリレーグループで中継台1台に1回路使用される｡
*
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図3 AFB-2形無ひも中継台パイルート式中継方式図

(内線51～90回線･=1+継台複式)

(4)中継台(ATT)はノン･ロック･ランプ付押ボタンを使用し

た卓上形無ひも中継台で,2台複式にして使用することが

できるほか各種の付加ユニットを実装することができる｡

(5)セレクタ･コネクタ(SELCON),ロータリ･ラインファイ

ンダ(RLF),内線加入者回路(LCO),内線電話機(EXT)は

AF形自動交換機(2)(8)で,すでに本誌上にも発表されてい

るので説明を省略する｡

図2の場合について説明すると

(1)内線指定接続回路(MKCT)はパイルート式に使用され,内
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去1 中継力式囲の記号名称対照表
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OPC
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名 称

J勺 線 指 定回路 A

内 線 指 ラと回路 B

内維指一道接続回路

複 式 回 路

扱 者 呼 = 回 路

パ ン■ シ ョ ソ 回 岸古

/ナ
ブ コ ネク タ

市 外 制 御 担i路

蓑2 AFB-2形無ひも中継台一覧表

(1)操 作 箱

名 称

故 老 ユ ニ

記 ･ソl 備 考

OP UNIT

接 続 回 路 ユ ニ

ッ ト CT UNIT

内線指定ボタンユニ ット MK UNIT

餃 式 ユ

内線話中表示ランプユニ

(2)リレーグループ

ト:MULT UNIT

BYL UNIT

ダイ1プル共通操作用押ボタンを実装

接続回路操作用押ボタンを実装

内線指定ボタンを実装

復式回路制御用押十‡タンを実装

内線50回線iこ対んどしてランプを実
装

名 称

ポジショソ

回 路

接続回路

市外制御
回 路

内線指定

回 路 A

内線指定

回 路 B

対 瓦妓 石
ア ダプ タ

豊窪告露】

記 号

POS

CT

T CONT

MK A

MK B

MG ADP

MK CT

MULT

P CONT

実 装 一 筋 考

C-5放板2枚1回路

C-5き莫板2枚2回路

C-5鉄板1杖5回路

C-5鉄板2枚とロー

タリスイッチ5/10
回路実装

C-5鉄板2校とロー

タリスイッチ5/10
回路実装

C-5抹板1枚5lL]帽各

C-5鉄板2枚5回路

C-5鉄板1枚10回路

共通制御リレーブ′ンープ｡

局線と内線の接続をおこない,発着ン
ピータを兼用したリレーグループ｡

市外発信制御("00”防止)をおこなう｡

内線50回線までの指定接続をおこな
うリレーグループ｡

内線90回線までの指定接続をおこな
うリレーグループで,MKAに付加
するっ

対磁石の場合に付加するリレーグル

ープ｡

内線指定接続の場合に接続回路と内
線を接続するリレーブル【プ｡

中継台を2台復式として使用する場
合に付加するリレーグループ｡

C-5鉄板1枚1回路

C-5鉄板2枚1匝僻i

任意の第1数字を識別し,制御する:

任意の全数字を識別し,制御する｡

線加入者凶路(LCO)と接続回路(CT)を接続するリレーグ

ループで,接続回路と対応に用いられる｡

(2)内線指定回路A(MKA)は内線が50回線までの指定接続を

行なう場合に,接続回路(CT)と対応に使用される｡

局線の着信を内線に接続する′レートを図2により説明すると次の

とおりである｡

まず接続回路に着信すると,接続回路(CT)-ポジショソ回路

(POS)】巾継台(ATT)のノL-トで着信を中継台に表示する｡

扱者の応答操作により,iサこの小一トで局線加入者と中継台扱者と

の通話路ができる｡

局線一接続回路(CT)-ポジ■ショソ凹路(POS)一中継台(ATT)

中継台扱者ほ,局線加入者より要求を聞き,内線指定ボタンによ

り内線加入者の番号を押せば,内線指定回路が起動され,中継台

(ATT)-ポジション′回路(POS)-接続回路(CT)一内線指定接続回

路(MKCT)=内線指定回路A(MKA)一内線加入者回路(LCO)一内

線電話機(EXT)で内線加入者と扱者の通話路ができ,内線分割の状

態で通話ができる｡

扱者がぬけるとポジション回路は復旧し,局線加入者と内線加入

者の通話路は,局線一接続回路(CT)-内線指定接続回路(MKCT)

一内線指定回路A(MKA)-内線加入者回路(LCO)一内線電話機

(EXT)となる｡図3の場合で

(1)複式回路(MULT)は中継台を2台複式にする場合に使用

発
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図4 AFB-2形無ひも中継台操作箱
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本中継台のランプおよびボタンの用途は次のとおりである｡

用 途

局線着信および話中表示

内線話中および市坪表示

案内回路着信および通話

表示

扱者呼出および通話表示

空段,空番号着信および

通話表示

局線分割表示

警報表示

ボタン記号

TKl～10:

PKl～10:

INF:

OPC:

DN:

OK:

OFR:

RL:

HK:

END:

用 途

局線応答,発信および三者通話

内線発信および内線分割通話

案内回路呼出応答

扱者呼出応答

空段,空番号応答

局線分割

内線加入者への割込および

対磁石式局信号送出

接続回路開放

局線保留

扱者抜け

図5 AFB-2形無ひも中継台操作箱構造図

されるリレーグループである｡

(2)内線指定回路B(MKB)は内線が90回線までの指定接続を

行なう場合に使用されるリレーグループで,内線指定回路

A(MKA)に付加される｡

2.2 構 成

本無ひも中継台は,卓上形操作箱とリレーグループから構成され,

リレーグループは自動交換機のキャビネット内に搭載される｡

本[郎陸台の構成一覧表は表2に示すとおりである｡

(1)操 作 箱

ノン･ロック･ランプ付押ボタンを使用した卓上形で,標準は

扱者ユニット1個,接続回路ユニット2個より構成され,付加ユ

ニットとして内線指定ボタンユニット,複式ユニッ′ト,内線話中

表示ランプユニットがあり左右のエンド･パネルをはずし容易に

増設ができる｡

図4は標準構成である操作箱の写真を,図5ほ操作箱の構造図

を示したものである｡

(2)リレーグループ

ワイヤスプリングリレーを主として使用し,C-5鉄板(長さ584

×50mm)に取り付けられ自動交換機のキャビネット内に実装さ

れる｡

図るから図8はリレーグループの写真を一例として示したもの,

図9は各リレーグループをAFIヨー2¶A(1)自動交換故に搭載した一

例である｡

2.3 構成品の概要説明

2.3.1操 作 箱(図4,5参照)

(1)扱者ユニット(OP UNIT)
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図6 ポ ジ シ ョ ソ 回 路

図7 接 続 回

図8 内 線 指 定 回 路 A

基本操作ユニットでダイヤル,共通操作用押ボタンを実装し

たものである｡

(2)接続回路ユニット(CT UNIT)

接続回路(CT)の操作用押ボタンを実装したユニットで1ユ

ニットに5回路を実装し操作台1台に2ユニットを使用する｡

(3)内線指定ボタンユニット(MK UNIT)

パイルート式の内線呼出しに使用する内線指定ボタンを収容

したもので操作箱の付加装置として要求により操作箱1台に1

ユニットを実装し,内線指定ボタンによる内線の呼出しを行な

うものである｡

(4)内線話中表示ランプユニット(BYL UNIT)

付加ユニットで内線に対応して50回線分の話中表示ランプ

を実装したもので,内線50回線までのときほ1ユニット,内線

90回線までの場合ほ2ユニットを要求iこより実装する｡

(5)複式ユニット(MULT UNIT)

操作箱を2台複式として使用する場合に実装し,1台で局線

を20回線取り扱うことができる｡

2.3.2 リレーグルー7P

リレーグループは自動交換機のキャビネット内に実装され,お

もに操作箱の制御で動作し局線と内線電話撹を接続するものであ

る｡その代表的なものについて説明する｡

(1)ポリショソ回路(POS)

C-5鉄板2枚に1回路収容され,扱者の操作により動作する

共通制御リレーグループで,操作箱1台あたり1回路使用され

る(図る参照)｡

(2)接 続 回 路(CT)

C-5鉄板2枚に2回路収容され接続回路継電器群と局線レビ

ータの機能を兼備したもので局線と対応に設けられる(図7参

照)｡

対自動および共電式局の場合そのまま局線レビータとして使

用できるが,対磁石式の場合は対磁石アダプタ(MGADP)を付

加する｡
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図9 バイ′ンート式局線10回線,r勺線50回線以下の搭載例

(3)内線指定回路A(MKA)

ノミイルート式の内線50回線以下に使同され,内線指定ボタソ

の操作iこより内線を指定するもので,C-5鉄板2枚に共通制御

用リレーを,そのはかにロータリスイッチを5/10回路実装した

もので接続回路(CT)と対応に使間される(図8参照)｡

(4)内線指定回路B(MKB)

(3)項と同様にパイルート式に使用され実装方法は同じであ

るが内線90回線までの指定接続を行なうときに内線指定回路

A(MKA)に付加される｡

(5)内線指定接続回路(MKCT､■)

バイノンート式のときに接続回路しCT)と内線を接続するリレ

ーグループで接続回路(CT)と対心二梗岡され C-5鉄板2枚

に5回路実装したものである｡

(6)複 式 回 路(MULT〕

中継台を2台複式とした場合に使用され,1台で局線20回線

を操作でき,C-5鉄板1枚に10回路実装される｡

(7)内線発信制御回路(PCONT)

ライン回路直結式のときに,任意の第1数字の識別または任

意の全数字の識別に使用され,制御するリレーグループで第1

数字のみ識別する場合はC-5鉄板1杖に1回路,全数字の識別

をする場合はC-5鉄板2枚に1回路実装する｡ このリレーグ

′レープは中継台1台に1回路使円されるご

3.特長および性能

3.1特 長

無ひも中継台としての一般の機能のほか.次のように多くの特長

を有している｡

(1)操作電けんの押ボタン化

ラソプを内蔵した押ボタンを使用し,表示と操作を同一個所で

おこなうため操作が簡明で誤操作が少ないこ

(2)操作箱のユニット化

各種付加装置をユニット構造としたので,左右のエンド･パネ

ルをはずし容易に増設することができる.｡

(3)内線の指定ボタソによる接続

中継台よi)内線電話機への接続は扱者のダイヤルによる呼出し

(ライン回路直結式)のはか,内線指定付加ユニットおよびリレー

グループを設けることにより内線指定ボタンの操作による呼出し

(パイルート式)接続ができる｡

(4)任意乙内線番号の収容

ライン回路直結式の場合は内線発信制御用リレーグループを設
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表3 新旧Li-】継台の諸元比較表

旧中継台(AF-2-A叫新蛸台(AFBけ2形)l備
考

捜作箱の寸法

リレーグルー

プの基本寸法

リレーグルー

プの所要数

操作方 法

付 加 機 能

構 成 方 法

幅490,奥行340,
試さ175

7･弓一錠板(幅584
高さ 44)

幅342,奥行232,高さ156

C▼5鉄板(幅584,高さ50)

21 113(7号鉄板換算15)

ユニ/ミーサノニー一志け人
ダイヤ′ンによる内線

フこ/

ダイ
プ付押ボタン
ヤルおよび内線指定ボタン

呼出 !による内線呼出

内線の指定ボタンによる呼出
任意乙内線の収容
内線話中表示ランプ
複 式 接 続

l
ハ
リ
O
I

G

箱
ガ
即

作
山
R
折

線
続
殊

操
局
接
特

操 作 箱
接続回路(2回路×
ポジシオン回路
内線発信制御回路

1
0
1
15

単位mm

単位mlT】

単位枚幅

表4 AFB-2形無_ひも中継台収容回線容量蓑

回 線 名 称 l 長大収容回線容量 【 備 考

局 線 回 路

内 繰 回 銘

菓 内 回 路

故老呼 出 回 路

空番,空段回路

0

∧V

l

l

l

ウ】

9

ただし,操作台2台使用

AFB-2形自動交換機に使用した場合の容量を示す｡

けることにより任意の第1数字の識別または全数字の識別ができ

る｡パイルート式の場合は特別なリレーグループを必要とせず一

部布線の変更により識別ができる｡

(5)内線話中表示ランプの付加

内線の話中表示ほ呼出操作後話中音により識別するが,内線話

中表示ラソプ付加ユニットを設けることにより内線に対応して表

示させることができる｡

(6)複 式 接 続

操作箱1台あたり局線を10回線収容できるが,それ以上は操作

箱を2台使用することiこより局線を20回線まで収容できる｡

この場合複式ユニットおよぴリレーグループを設けることによ

り操作箱1台で局線を20回線取り扱うことができる｡

3.2 従来のÅト2-A無ひも中継台との比較

従来製作されていたAF-2-A無ひも中継台と今回開発したAFIヨー

2形無ひも中継台を比較すると表3に示すようiこ操作電けんの押ボ

タン化,付加機能の開発,継電器郡の小形化などAFB-2形無ひも

中継台に多くの特長がある｡

表3はリレーグループの所要数および構成方法を比較するため条

件を次のとおりとした｡

(1)局線は対自動式筍で発着しピータを10回線使用する｡

(2)AFB-2形無ひも中継台はライン回路直結式(ダイヤルによ

る内線呼出)とする｡

リレーグループの所要数の内訳ほ次のとおりである｡

(1)AF-2-A無ひも中継台

対自動発着レビータ(1枚1回路)×10 10枚

接続R/G(1枚1回路)×10

特殊番号R/G(1枚1回路)×1

10枚

1枚

(2)AFB-2形無ひも中継台

接続回路(2杖2回路)×5

ポジショソ回路(2枚1匝l路)×1

計7号鉄板 21枚

10枚

2枚

内線発信制御回路(1枚1回路)×1 1枚

計C-5鉄板 13枚

C-5鉄板を7号鉄板に換算すると

計7号鉄板(換算値) 15杖

3.3 性 能

本中継台の性能は次のとおFフである｡

(1)収 容 回 線 容量は表4のとおりである｡

(2)電 源 電 圧 DC48V±3V

(3)線 路 条 件

内線線路抵抗 1,000n以下

内線線路絶縁抵抗 20kn以上

局線線路抵抗(対自動式局) 1,000n以下

局線線路抵抗(対共電式局) 750∫l以下

局線線路抵抗(対磁石式局) 1,000凸以下

(4)伝送諸量限界値

通 話 減 衰 量 1.6dB以下(300c/s)

通 話 減 衰 量 0.6dB以下(1,500c/s)

漏 話 減 衰 量 75 dB以上(1,500c/s)

インピーダンス不平衡量 20 dB以上(1,500c/s)

橋 絡 損 失 4 dB以‾F(1,500c/s)

4.操 作 概 要

4.1接 続 種 別

本中継台で扱う接続の種別は次のとおりである｡

(1)局線からの着信に応答し,内線に接続する｡

(2)局線に発信し,次いで内線を呼び出して両者を接続する｡

(3)特殊番号回線の着信に応答する｡

(4)案内回線より内線に発信する｡

このほか内線加入者より接続回路を通して局線に直接発信する｡

4.2 操 作 概 要

本中継台の操作の一例を局線から着信し,内線に接続する場合に

ついて述べる｡

まず中継台のランプ表示を説明すると次のとおりである｡

(a)120INT点 滅

(b)60INT 点 滅

(c)点 火

(d)減 火

扱者を呼び出している表示

扱者がその回路むこはいっている表示

通話中の表示

終 話

(1)局線の着信表示

着信した回線のTKランプが120INT点滅しブザが鳴動する｡

(2)扱者の応答

ランプが120INT点滅しているTKボタンを押すと,TKラン

プは60INT点滅となり局線と通話できる｡

(3)内線の接続

(a) ライン回路直結式

TKボタンと対のPKボタンを押せば発信音が聞こえ,ダイ

ヤルを行なう｡

(b)パイルート式

TKボタンと対のPKボタンを押せば発信音が聞こえ,内線

指定ボタンを押せば内線に接続され呼出音が聞こえる｡このと

きTKランプは点火し,PKランプが60INT点滅する｡内線

が応答すればそのまま内線分割の状態で通話できる｡

(4)三 者 通 話

TKボタンを押せばTKランプが60INT点滅し,PKランプは

点火したままで三者通話ができる｡

(5)相 互 通 話

ENDボタンを押せばTKランプおよびPKランプが点火し,

この状態でと内線加入者局線加入者の通話ができる｡

もし続いて局線から着信がある場合はENDボタンを押さずに

他の着信したTKボタンを押せば新しい着信呼に応答できる｡

ー43-
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表5 ランプ表示および操作一覧表

(1)ランナ表示の-一覧表

l三
局;根 内!fFj/局■■ 扱 局 内 終

話

局内

練 老 練 互 情操再者 分線 分線 緯線

戸孟プ
着 応 呼 通 留 呼 割 割 発か
†言 芹 出 話 中 出 中 中 †三i一■)

接続【口Ⅰ路

兵追回路

TK ⑳ 芦⑦ ′0.0 ∈) ○ (∋
.0

× ○

PK ⑦:○
.⑦
⑳ ○ (∋ ×■

OK
l
l三○

l

注:(11去巾の記ぢ･+三下｢享亡7ノ貴昧そ′jてす

○ ランプ日恥耳 ⑧ ランプ120INTノ大滝

⑦ ラン7‾■60INllヰ滋 × ランプ滅火

(2)操作一覧表

ポl局 局 r勺 根l再l通L局卜分 強 ｢勺へ｢勺ゝ局 へ保 内

タl綿 裸 裸 薪 線膚割 剃 接線 7ノ線線 7ト留 禄
名ン エむ 発 呼 拭 分 場か 切 続伸 割話 保 し仁回う√
称 答 fJ‾ tl 割_詰ら 噺 替 込r†-留 答頼 割

接続回路
TK
.0
○ !○

.01Lo .01
l

】 01 (⊃

PK 01 ○ l

ll 01 01 (⊃

共通回路

OK 02

HK l
02;

OFR 02
一

RL
J l

l 02 02
l

END ○㌻
■ +

1 l

1‾--･′三た一_

‾勺疎棉′′:乍タン 02
｢

21 03 l

注:(1)表中の記号は下記の意味を示-｢｡

○ キーを押す

･:2:･数字はFト縦欄中,r′キー刀操作順位を′J七す

特許第431936号

特 許

この発明は数個の磁梅2～9を有する主鉄心1内に回転可能に設

置された2個の誘導円筒またほ誘導環10,11に共通の磁路によりそ

れぞれ位相の異なる2方向の磁束を作用させるように,磁極2,8お

よび磁極3,9に電圧コイル16,16′ぉよび17,17′を互いに直列に巻

き,磁極5,6および磁極4,7にほ電流コイル18および19,20を巻

き,二電気量の積に応じて回転力を生じせしめ,前記二方向の磁束

のうちいずれか一方の磁束は両誘導円筒または両誘導環に作用する

磁束量を複数個になるコイルの巻数の和接続またほ差動接続するこ

とにより異なる積の値で動作せしめるようにしたもので,誘導円筒

または誘導環10,11が相反する回転力を生じた場介,これら誘導円

筒または誘導環10,11により二つの接点は異なった時限で閉路する

ごとく構成しておき,かつ電流コイル18～2〕の接続を,コイル18

に対しコイル19は磁束が和の方向に,コイル20は磁束が差の方向

になるよう極性を選び煎列に接続すると,誘導円筒またほ誘導環10

にほ電流コイル18と19の巻数の和に比例した磁束が作用し,誘導

円筒または誘導環11には電流コイル18と20の巻数の差に比例し

た磁束が作用する｡

したがってこの発明によればたとえば,交流回路における過負荷

を防止するため電力がある一定値に達したとき,警報など第1段の

処置を,さらにこれを越えてある一定値に達したときには回路を遮

断するなどの第2段階の処置を行なう場合にこれらの動作を1個の

以上が通常の局線着信呼の取扱いであi)各種の表示および操作は

表5に示すとおりである｡

5.結 口

以上AFB-2形無ひも中継台の概要を述べたが,今後さらに使用

実績による改良と座席併合および巾外通話時分表示などの付帯装置

の完臓を図J),中容量自動交換機にも適用できるよう改善を続けて

いく予定であるこ
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作 継 電 器

継電器により行なわせしめることができる｡すなわち接点を閉路せ

しめるに必要な電流いわゆる継電器としての動作電力を2段階に垂

足することができるし,また電流コイル19,20に切換用タップを設

けておけば動作電力の整定も任意に行なうことができるなどの効果

がある｡ (西宮)
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